
数列（3）　復習①　～等差数列・等比数列．∑の計算～

□（1）初酌・公差dの等差鮒抑こ対して，5”＝畠α鳥とおく。510＝－5，516＝8が成り立つ

ときα＝匠，d＝苦であり・

J′。ニ

」、′‘ニ

／0〔之久ナチdノ

∠
ニーゞ

ヱ久十タメニー／・・・の

／‘

ヱ

51，52，……，5100の中で最小の値は［夏至］である。
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（2）初項4・公差2の等差数列の初項から第乃項までの和r〝はr〝＝乃（”＋［：亘］）であるから，

r”＞400となる最小の花は乃＝［互司である。
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回　次の和を求めよ0
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回　初項がα，公比が′の等比数列の初項から第乃項までの和を5〝とすると，53＝28・59＝2044が

成り立っているとする。ただし，′は実数でγ＞0，γ≒1である。

条件から ＝28……①，
α（β－1）＿。。　爪。（′ロー1）

′－l r－1
＝2044……②が成り立つ。

①，②よ。，γ回＋rB＋1＝巨司が成り立つから，′＝［≡コであり，β＝［：互］である。
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①可　久二宰

巨］次の和を求めよ。
1・2・3＋2・3・5＋3・4・7＋4・5・9＋……＋乃（乃＋1）（2乃＋1）
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次の数列の第鳥項を求めよ。また，初項から第乃項までの和を求めよ。

2，2＋4，2＋4＋6，2＋4＋6＋8，
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